
生馬公民館

生馬の概要
生馬地域の中心地は、ＪＲ松江駅より北西方向に

県道松江鹿島・美保関線で約６キロのところにありま
す。西限は佐陀川を境に古江地区と接し、平野部は
整然と区画整理された水田が広がる農業地帯です。

生馬公民館のある周辺は生馬小学校・同幼稚園。
国立松江工業高等専門学校。県立清心養護学校など
があり、学園タウンの感があります。

生馬という地名由来は、『出雲国風土記』（以下風土
記と記載）の生馬郷の項に、生馬社の祭神八

や ひ ろ

尋鉾
ほこ

長
なが

依
より

日
ひ

子
この

命
みこと

が仰せられるに、「吾が御子、平
やす

明
ら

かにして
憤
いく

まず。と仰せになり、故
かれ

生馬と云う。」と記されてい
ます。

当時の生馬郷は、現在の生馬地域と異なり、比津・
国屋と鹿島町名分の一部を含む地域であったとされて
います。

生馬地域の沿革
近世の生馬地域は、正保２年（1645）絵図によると、下

佐陀村・生馬村・薦津村・浜佐田村の４か村のみが記さ
れています。その後薦津村以外は、上、下佐陀村・東、西
生馬村・柄杓村、浜佐田村の分離、統合等を経て明治時
代17年（1884）に上佐陀村・下佐陀村・西生馬村・東生馬
村・薦津村・浜佐田村の６か村となりました。

明治22年４月に市町村制公布により６か村が合併し、
名尾ガ丘に役場を開設して八束郡生馬村となり旧村名は
大字名となりました。その後行政区画は、上佐陀・下佐陀
上・下佐陀下・西生馬・東生馬・薦津・浜佐田上・浜佐田
灘の８区の大字とし、昭和28年（1953）４月に松江市に合
併。翌29年８月旧大字は、現行の８町名となりました。
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法恩寺は、本
ほ ん

尊
ぞ ん

阿
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陀
だ
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に ょ

来
ら い

を安置しています。
創立年代は過去数度の火災に遭い不詳です。当寺の記録によ
れば寛永１６年（１６３９）正月に清光院（黒田町）三世高

こ う

巌
が ん

永
え い

甫
ほ

大
だ い

和
お

尚
しょう

により再興したものと伝えられていま
す。 当寺は元同町内の共同墓地となっ
ている字大門にありましたが、永禄六年

（１５６３）の毛利氏の白
しら

髪
が

山
やま

城
じょう

攻めにより
兵火に遭い焼失したと伝えられています。

法
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恩
お ん
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じ

この古墳群は方墳7基が点在し、山裾に横穴石室をもつ古墳
がありましたが大正時代に消失しています。現在生馬が丘団地と
なっいる西側の丘陵には敷

しき

井
い

谷
だに

古墳群が6基（5基消滅）あって、
合わせると１３基もの古墳が存在していたし、生馬地区では唯一
の石室をもつ古墳であったことから、生馬地域の有力首長層の
存在が窺えます。

桜
さくら

本
も と

古
こ

墳
ふ ん

群
ぐ ん

法恩寺より約１00メートル奥の山の斜面に瓦窯跡がありまし
たが現在は消失しています。付近から瓦片が多数採取されて
います。前面の水田中に古代寺院の礎石が１個残っており、昭
和４８年（１９７３）の発掘調査により基壇などが見つかり古代寺
院であったとされています。発掘された軒丸瓦から平安時代
初期のものといわれています。礎石は現在法恩寺境内に移さ
れています。
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遺
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跡
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生馬川は往古東生馬の谷の中央
部を流れ、東に向きを変え滝戸池に流
入し比津に流れていましたが､堀尾氏の松江城築城の際に水攻
めを恐れて生馬地区内に流れを変えたと伝わっています。この付
近に滝戸石と呼ばれる軟質の砂岩（地元では蕎

そ

麦
ば

皮
がわ

石と呼ばれ
ていました。）の石切場が幕末頃までありました。
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池
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半田池は、生馬地域最大の池で
風土記の張

はり

田
た

池
いけ

（周囲５８７メート
ル）に比定されています。張田とは
水田に水を張る意で、ハリタが訛って半田池となったとされて
います。半田池下から東部島根医療福祉センター辺りまで条

じよう

里
り

制
せい

跡が残っていました。

半
は ん

田
だ

池
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風土記や延喜式に生馬社と
記載され式内社とも呼ばれた古
社です。祭神八

や ひ ろ ほ こ な が よ り ひ こ の み こ と

尋鉾長依日子命
は、生馬郷の地名神話の神様
です。

旧社地は、約300メートル奥地
にありましたが永

え い

禄
ろ く

６年（1563）毛
利元就の白髪山城攻めにより兵
火に遭い社殿は焼失したと伝え
られています。その後江戸時代に入って元

げ ん

和
な

7年（1621）に現在
地に遷し再建されています。
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西生馬出身の力士沖ノ石重左衛門が建立したと伝わる供養
塔が字万場に在ります。この石碑は石重左衛門が御津浦より一
人で背負ってこの地に運んだものと伝えられ、その石は大人が６
人でやっと運べる重さであるという。

生
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神
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西生馬の生馬神社は、祭神を道
ちがえし

返
大神といい風土記に記載されている古
社です。『雲

うん

陽
よう

誌
し

』には大
おお

岩
いわ

大
だい

明
みよう

神
じん

とあ
り､地元では「大岩さん」と呼ばれ親し
まれています。祭神の道返とは大きな石のことであり､本殿の後ろ
には神名のごとく巨大な岩が鎮座しており、ここは原始信仰の場
であり、神聖な祭祀地でありました。

おこつさん碑
ひ

明治36年（1903）県道加賀線の道路改修工事の際に高       
田尾峠で、山斜面より横穴墓5基が見つかり、そのうちの１基より
人骨が出土しました。地区住民はその人骨を丁重に弔い、高田
尾峠に「霊神」と刻した石碑を建立しました。発掘当初｢おこつさ
ん」と称して、毎年春秋2回慰霊祭行っていたところ評判となり､
遠近より参拝者が増え多いときには、2千人を数え近くには茶店が
数軒も出たとされています。

天狗岩は、東生馬の最奥部の天狗山（214メートル）の尾
根にある幅約7メートル縦約10メートルある巨岩です。生馬川
の源は、この天狗岩の山裾より発しています。この尾根筋は、
新山から北に進み三ヶ峰・天狗山・遍照寺谷（法吉側へ下り
る。）を通るハイキングコースとなっています。

天
て ん

狗
ぐ

山
や ま

清谷峰は、生馬地域の最高峰で標高2３５.2メートルありま
す。この山は白鹿山城の砦が在った所で、大

お お

高
た か

丸
ま る

と呼ばれて
いました。

清
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谷
た に

峰
み ね

曹洞宗月光山円光寺、本尊
薬
やく

師
し

瑠
る

璃
り

光
こう

如
にょ

来
らい

を安置し、創
建は不詳ですが当時は天台
宗であったとされ、境内に開
基の墓があります。その碑文に
「荒

あら

隈
わい

判
ほう

官
がん

定
じょう

信
しん

圓
えん

光
こう

坊
ぼう

･ 清
せい

涼
りょう

院
いん

殿
でん

江
こう

月
げつ

道
どう

照
しょう

大
だい

居
こ

士
じ
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二年（１2４８）戌申八月十有五日  寂」とあることから鎌倉中
期頃に創建されたといわれています。出雲大社八

やつ

脚
あし

門
もん

前で巨
大柱が出土して話題を呼んだ宝治２年の正遷宮があった時と
奇しくも同じ年代です。

円
え ん

光
こ う

寺
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浜佐田灘角田にあり、祭神を伊
いざなぎのみこと

弉諾命・伊
いざなみのみこと

弉冉命・
蛭
ひるこのみこと

兒命・鳥
とりのいわくすぶねのかみ

岩楠船神の四柱が祀られ、市
いち

杵
き

島
しま

姫
ひめの

命
みこと

が合祀
されいる。創建年は不詳ですが、風土記に記載された国社
です。

社伝によれば、北西に
約５00メートルの所の宍
道湖岸にありましたが、
往古戌

いぬ

年
どし

の大洪水以来
度々の水害に遭い後に
社殿を移したと伝わり、旧社地の在ったところを宮垣と称し
ます。
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浜佐田灘の旧国道沿いに
２間に４間の堂宇があり、本
尊地蔵菩薩を祀っています。
以前には春秋彼岸には、松江
をはじめ遠近より地蔵札打ちが盛んであった。松江の橋北地
域では、家に新仏が出ると葬儀が終って２～３日後に大庭の舜

しゅん

叟
そう

寺
じ

より六地蔵札打ちを行い、外中原町の法
ほう

眼
げん

寺
じ

からこの地
蔵堂までの六カ所を巡る風習が今でも続けられています。
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佐陀川の河口に掛かる
木橋は茶屋前橋と呼ばれ、
今の橋は平成１１年に架け
られたものです。橋名は、松
江藩主が出雲大社等に参拝される折りに橋を渡った所の加
藤家でお茶休憩をされたところから加藤家の屋号に因んで付
けられたものです。橋の東袂は、佐陀川を恵曇から松江まで運
行していた合同汽船の船着き場があり、又、佐陀川堤防上に
一畑電車の停車場（３９年に廃止）があり、ここは電車や汽船の
乗降客で賑わっていました。

茶
ち ゃ

屋
や

前
ま え

橋
ば し

この炭鉱は、福松炭鉱と呼ばれ昭和2３～2８年まで細 と々採炭
されていましたが、炭質も悪く同年８月に閉山しました。この周辺
部黒田・比津・薦津・国屋等で江戸時代から産出し、『雲

うん

陽
よう

国
こく

益
えき

鑑
かがみ

』に、前頭「生馬の石｣と載っているのは石炭のことです。
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妙見山妙徳寺は、浜
佐田灘にあり通称「みようけんさ
ん」と呼ばれ親しまれています。
松江開府の祖堀

ほり

尾
お

吉
よし

晴
はる

公は、
妙見菩薩信仰が厚く慶長１５年（１６１0）に中原町大

だい

雄
おう

寺
じ

に本尊を
委託されていましたが、大雄寺三世日章上人が元

げん

和
な

元年（１６１５）
妙徳寺を開創し、妙見菩薩は同寺に安置されています。
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妙
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徳
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寺
じ

現在の潟ノ内は、天明7年佐陀川
開削により東・西潟ノ内に分断されて
います。風土記に「佐

さ

太
だの

水
みず

海
うみ

」と記さ
れ潟ノ内はその名残です。その周りは沼地で、ドジョウ掬いが盛ん
で、安来節の「ドジョウすくい」の発祥の地です。

潟
か た

ノ
の

内
う ち

千光寺前を流れる前川沿いに第2７番札所長福寺に参る
一丁目地蔵が数基残っています。これは昔のお遍路さんの
道標べでした。昭和３0年代頃迄は、生馬地域内も26番小

お

倉
ぐら

寺
じ

（元新山の中腹にありました。）からの一丁目地蔵が巡
礼道に点 と々残っていました。

一
い っ

丁
ちょう

目
め

地
じ

蔵
ぞ う

下佐陀町上の鏡谷は、鏡神社の
旧社地が在ったと所です。鏡池の周
りに沢山の蓮が栽培されています。
蓮は食用・薬用・鑑賞用として広い湿田で栽培されています。「蓮
は泥より出でて泥に染まらず」といわれるハスの花、すなわち蓮花
が毎年辺り一面に咲き誇りとても迫力があります。花見頃は7月の
中、下旬頃から８月中旬頃です。

蓮
は す

とミツバチの郷
さ と

曹洞宗天路山千光寺は、本
ほん

尊
ぞん

正
しょう

覚
かく

如
にょ

来
らい

。創建は不明ですが、博
はく

外
がい

祖
そ

灯
とう

大和尚が開山したと伝えられ、祖灯大和尚は、元禄８
年（1695）に遷化したとあり､その頃に開山したといわれていま
す。同境内にある長福寺は、出雲霊場27番札所として今も巡
礼者が絶えません。

千光寺には西生馬の山本家が携えてきたという武田信玄公
の木造と位牌が本堂に安置されています。裏山の海老山城主
であった新

にっ

田
た

右
う ま の か み

馬頭泰
やす

国
くに

公
こう

の宝
ほう

篋
きょ

印
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塔
とう

（高さ2メートル余）が
平成24年３月に建立されています。

千
せ ん
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じ

（長
ちょう

福
ふ く

寺
じ

）

佐陀川は、宍道湖より発して北流し
鹿島中学校前より西に向きを変え恵曇
港までの流長約10キロメートルの運河です。

佐陀川は風土記には「佐太川」と記され、講
武より流れる多久川と佐陀宮内の仲

なか

田
だ

から流
れる沓

くつ

川
がわ

と二流合わさり、佐
さ

太
だの

水
みず

海
うみ

（今の潟ノ
内）へ流れ、入

いり

海
うみ

にそそぐとあり、当時の佐太川
は宍道湖に流入していました。

天明7年（1787）に清原太兵衛によって水害対策のために
開削された運河です。清原太兵衛翁の銅像は佐太神社前の
身
み

澄
すみ

ノ
の

池
いけ

脇の公園に平成21年11月に建立されました。
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だ

川
が わ

と清
き よ

原
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太
た

兵
へ

衛
え

銅
ど う

像
ぞ う

国立松江高専から南に延びる丘陵上には、数基の古墳が点
在しこの古墳は、名尾荒神古墳より南に200メートル程行った
ところにあり一辺2４メートルほどの方墳で生馬地域内では大
きな古墳です。

大
お お

北
き た

古
こ

墳
ふ ん

生馬小学校前の県道恵曇線の南の丘陵上に円墳かあるいは
方墳が１基あります。

名
な

尾
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荒
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神
じ ん

古
こ

墳
ふ ん

この八幡宮は、下佐陀町土居
敷にあり、『雲

うん

陽
よう

誌
し

』には正八幡宮
と記され創立年代は明らかでは
ないですが、高柳城の城主でもありました新田右馬頭の勧請と伝
わっています。『佐陀神社内證記』天正６年（１５７８）に山城国（今
の京都府の南部）石

いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

･大
だい

菩
ぼ

薩
さつ

を勧請とあります。又、
同文書に城山に本ノ丸は､五間四方・二の丸は八間に十五間・三
ノ丸は高さ十間も十五間もありと城郭の規模が記されています。

八
は ち

幡
ま ん

宮
ぐ う

天若宮神社社殿横に阿弥陀堂の境内
があります。この阿弥陀堂は、往時寶

ほう

光
こう

山
ざん

西
さい

光
こう

寺
じ

と称した天台宗の寺があり、下佐陀の遍照寺を末寺にも
つ栄えた寺であったと伝わっています。

現在この御堂で正月１５日に「御
お

祷
とう

式
しき

」があり、梁より吊した大鏡
餅を切って下ろす行事で「お餅さん」と呼ばれ、信徒は、下佐陀、
薦津全地区で４区に別れて奉納します。

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
ど う

尼子経
つね

久
ひさ

の三男塩冶興
おき

久
ひさ

が謀反を起こし、佐陀城（満願寺
城の説もあります。）で父尼子軍と争った激戦の様子が『雲

うん

陽
よう

軍
ぐん

実
じつ

記
き

』に記されています。松江カントリークラブ（ゴルフ場）
建設により消失しました。

殿
と の

山
や ま

城
じょう

跡
あ と

（佐
さ

陀
だ

城
じょう

）

薦津町北垣に鎮座し祭神は、国
くに

狭
のさ

槌
づちの

命
みこと

を祀っています。創建年は不
詳ですが一番古い棟札に天正１１年
（１５８３）とあることから生馬で一番古いもので、豊臣秀吉・織
田信長が活躍していた戦国時代であります。

天
あめの

若
わ か

宮
み や

神
じ ん

社
じ ゃ

この池は浜佐田と比津トンネルの間にあ
り、風土記の瓠

ひさご

池
いけ

に比定されている池で
す。元の瓠池は現在の浜佐田上の住宅地になっている平地が
池で、市道の地蔵堂から東に向う道を古

ふる

桁
げた

道
みち

と呼ばれ、古桁とは
土堤のことであるから瓠池の土堤のあったところといわれていま
す。柄杓池は､松江藩の鷹狩りの場であったと伝えられています。

柄
ひ

杓
しゃく

池
い け

舟津横穴墓群は、明治４４年（１９１0）に発見されています。       
横穴内から須恵器が出土し、入り口に約９0センチメートル角の
閉塞石があったといいます。その後昭和３７年の水害により流失
しました。そして平成６年の発掘調査により、新たに２穴横穴
墓発見され室内より人骨や須恵器が出土し、コンクリート擁壁
に２基とも保存処置がとられています。

舟
ふ な

津
つ

横
よ こ

穴
あ な

墓
ぼ

群
ぐ ん

曹洞宗
ずい

瑞
うん

雲
さん

山吉祥寺、本尊聖
せい

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

像。開創は元
げん

文
ぶん

２年（１７３７）に
黒田町龍

りゅう

雲
うん

寺
じ

二世中山正甫大和尚により開創され、 文化８年
（１８１１）に法吉常福寺五世鈍

どんれいおしよう

令和尚により開山しています。

吉
き ち

祥
じょう

寺
じ

諏訪神社は、明治39年に生馬神社に合祀され､今は本殿と
境内があるのみです。社伝によれば、尼子氏再興を目指していた
山中鹿之介が新山城より、佐太名分の大勝間山城に元

げん

亀
き

元年
（1570）に新山から西生馬を通り、この山路谷の諏訪神社に戦
勝祈願をしたと伝えられています。

諏
す

訪
わ

神
じ ん

社
じ ゃ

跡
あ と

江戸時代には、各村々境に幸神を祀り道中の安全を祈願し
ていました。生馬地域にも幸ノ神がありましたが今はほとんど見
なくなりました。現在は、名分橋の山側袂に幸ノ神の石碑が建
てられています。近くには一里塚もありましたが今は消失してい
ます。

幸
さ い

ノ
の

神
か み

石
せ き

碑
ひ

西生馬西谷にあり、本尊薬師如来像
が安置され地元では､蛸

たこ

薬
やく

師
し

・薬師さん
と呼ばれ親しまれています。薬師如来は
入念な造りの厨子に入る石仏で以前は
尼寺であったが今は無住です。

薬
や く

師
し

堂
ど う

海老山城は、標高90.2メートルの丘陵上に築かれた低い山
城です。この城は、新田氏が長

ちょう

享
きょう

元年（1487）から延
えん

徳
とく

元年
までの２年かけて築城したもので新田家文書に記されていま
す。この城は、佐太の豪族朝山氏の居城廬

ろ

山
さん

城
じょう

と相対峙して
築かれてます。

新
にっ

田
た

右
う ま の か み

馬頭泰
やす

国
くに

公
こう

は、佐太神社神主でもあった朝山越
えちぜんのかみ

前 守
綱
つな

忠
ただ

と天文19年（1550）に佐
さ

陀
だ

神
しん

領
りょう

の争いで戦になり新田氏は
朝山氏に敗れ討ち死し落城しました。近年加茂志神社横からの
千光寺裏に出る気軽なハイキングコースが整備されています。

海
え

老
び

山
や ま

城
じょう

跡
あ と

この古墳は、上佐陀公民館の後ろの山中にあり、未発掘で詳
細は不明ですが円墳か方墳であり墳頂部に立石が一石ありま
す。昔ここに諸帳を埋めたところで、この立石を叩けば異様な音
がするとの伝説があります。

帳
ちょう

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

上佐陀町加茂志にあり、祭
神は伊

い ざ な ぎ の み こ と

邪那岐命・伊
い ざ な み の み こ と

邪那美命
が祀られ、『風土記』に記載さ
れた古社です。元の社地は、
海老山に鎮座していましたが
海老山城主新

にっ

田
た

右
う ま の か み

馬頭泰
やす

国
くに

公
こう

が城を築くにあたりこの地に遷し
たと伝わっています。新田八幡宮・鏡神社が合祀されています。

加
か

茂
も

志
し

神
じ ん

社
じ ゃ

天台宗寶
ほう

正
しょう

山
さん

遍照寺、観音
堂の本尊十一面観音座像は、
座像として出雲第一とされる大
仏で高さ約２.４メートルもありま
す。開創年は不詳ですが、薦津
の阿弥陀堂にあった西光寺が
本寺で、当寺は、修験堂の寺で
あったとの説もあります。

遍
へ ん

照
しょう

寺
じ
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出雲空港 ＪＲ松江駅バス30分

米子空港 ＪＲ松江駅

ＪＲ松江駅より車で約20分
（一畑バス「恵曇」「古浦」「片句」「御津」方面行きに乗車）

バス４５分

〈問い合わせ先〉

松江市生馬公民館
〒690‒0865　島根県松江市西生馬町８

電話0852‒36‒8234
http://matsue-city-kouminkan/jp/ikuma/
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